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薬として働く分子には、分子を構成する原子のつ
ながり方が鏡で見たように反転しているものがあ
り、これらはキラルな分子と呼ばれている。キラ
ル分子は、見掛けが同じでも一方は体に作用し、
もう一方は作用しないことがある。従来、体の中
でキラルな分子を見分けることは困難であり、新
しい画像化技術が求められていた。

キラル磁気共鳴分子イメージング技術の確立
窒素の同位体（14Nと15N）を有するニトロキシル
ラジカルの電子常磁性共鳴スペクトルは、それぞれ
３つと２つのエネルギー吸収ピークを持っている。こ
の、吸収スペクトルの違いから二種類の分子を区
別するキラル分子の磁気共鳴分子イメージングを
実現した。

同時イメージング法の優位性
同位体ニトロキシルラジカルは、中性子１つの違いしかなく、鏡像異性体に与える影響を最小に抑えるこ
とができる。

生体内でのキラル分子イメージング
試験管内でキラル分子を可視化する実験は成功し
ており、マウス体内でもキラル分子（鏡像異性体ペ
ア）を可視化する実験に成功した。同位体ニトロキ
シルラジカルでラベルされた鏡像異性体のペアを
合成し、それぞれをマウス体内で可視化することに
成功した。今後、キラル分子が生体内で異なる代
謝の様子を示すモデルで可視化実験を試みたい。

鏡像異性体の関係にある分子を、同位体ニトロ
キシルラジカルによりラベル化し、生体内で同時
に可視化する磁気共鳴分子イメージング技術を
開発する。本手法は、電子スピンをラベルとして
利用し、鏡像異性体の関係にある分子を区別す
る点に特徴がある。
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キラル分子が生体内でどのように代謝される
のか画像として知ることができるようになる。そ
れによって、薬の開発に役立つ情報を得るこ
とが可能になる。また、キラル分子の画像化

技術は、キラル分子のペアが、どのように相
互作用するのかという科学研究にも役立つと
期待される。
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ルラジカルの三次
元イメージングの例


